
海竜王寺の発掘 (2) 
平城宮跡発掘調査部

1970年7月， 奈良市法草寺111]"の海屯王守旧境内にある， I悶司J指旨定1丈建j主ttJ造主物の|防り幼J災:ユ工l仁"，リ引nβか、行なわ
れた。 it消i消与火栓よ沿件

おこなつた。

百'llii:i;王寺では，奈良県文化財保存事務所による重要文化財回金堂解体修理工引の|祭，rlコ金

堂，西金堂， 北 ・西而回廊の旧主主国が発見され，また，J也表上に東金堂基!宜北面凝灰岩地磁

石， r.1:r金R::正而|潜段凝灰岩地積石が露出している。今回の捌削工事は (ljnj~~ir.1:r心部に:toよび，

検出された主な辿椛は， r.1:r1":1. 南 ・束回廊， 1-1:1金堂背而数石，東 ・i目的房などである。

中門 表土直下から，中門の北而階段凝灰岩最下段々石および，北而*l;砲の凝灰岩地礎

石を検出した。階段の東似1)では，すで十こj也事2石はうたなわれていた。

東・南面回廊 重要文化財経蔵北方の トレンチで， ITIIJ.郎東南角の 入 I~J~l'j刊誌胞の凝灰山地

宿石を検出した。南而回廊の地宙石の残存状態は忠かったが，東問販iiのものは C77.0cmX47.0

cm X 9 .Ocm)残 りが良 く上而には羽目石の仕口があり， また， 入 I~J~Iから東へぬける J}，抜併の蹴

負n図 il[i. iな王寺旧民内地7f~渋川11羽 ・逃桃配il.I~1苅
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灰岩()lIJ石および庇石が検出された。

先年発見した，北 ・西而の回廊を合せ考えると，

回廊法的の全長は，内法東西長47.65m，南北18.10

mとなる。束[団長さと南北長さの比は 2.6:1とな

り，非常に1iViに創nJミいものとなる。

金堂背面遺精 説本立は， 'J.'金1it跡のうえに:mて

られてお り，本堂の背而をとおる幅40cmの トレ ンチ

で玉石敷を険11-¥した。玉石!肢は東西に広く24.5cmのn週間に広がっている。松本重信住職によ
れば，南北師はもっと広いといわれ， r]:r金堂の雨務t，Yi-ではなく ，r]:r金堂背而の9.投石と考えら

れる。

また， 想定(J.n IVÝ.i r-]， i]~ h線から東へ 14.5m の位置で玉石蚊がきれ， 凝灰岩11)石 (j也盟石かり

があり，さらに京に以但土がわずかに残存しているところから，何らかの沼!物があったもの

とみられる。これは古図にみえる東伯房に相当するili物であろうか。

その他の遺構 四金主北似IJの 卜レンチで凝灰岩礎石を 1(I;r，j校出した。これを北而回廊の礎

石とするのは，同}(!ii主主jJfl内側j山富石から礎石までの心々距肉mが6.9mと大きくなりすぎる。

あるいは，先に |尖 11\ した束 。!IJ建物 OE(I~I1Jj) と対称の{立間にある建物 (ÎI町内初か ? )の磁石 で

あろうか。

間金主東(WJのト レンチで3カ所，水虫北(I!I]のトレンチで2カ所に抑立1:1ーの訪日方を確認した。

し、ずれも， 地111から侃り込まれているが，苛ーとのiiij後|民l係はわからなL、。

訓抗で11:¥土した泣物は，少51:で・あるが，]瓦王と二土l上:限がある。瓦1類涜の うち'奈良H

主平|ドλサb以点，官ι糾メ丸L]瓦'{6臼28位2 ?~J.引式，ijq'平瓦6671 ・ 6721型式と向型式で， 同施である。その他は，宝11汀J1!j'

代から江戸H寺代にかけてのものが数点あるだけである。当寺旧境内からは，いままてで.，にご7飛|応tι.!

川.九.代のq車軒I汗「丸瓦をはじめZ重IJ:悶.旦引弧五文文:n車軒n汗fド門.τ可jl'.円Z勺1瓦Eなどが発見されている。奈良H午代のもの{は主6臼28位2• 6721σ 

海1包王寺11' I"l ir~J.\:'iの
抑3図 j也被;Iiと|精Pi:ペ前

同I\~式が多121;に発見されている。 二上保は 8 世紀後半の杯が

2点あるo 1は口箆17.2cm，日さ 3.5cm，外聞してひらく口

縁部を有し，庇は平氏である。 口縁MlJ;'ft)は内側に1条の沈

創出、めぐる。 JrE~il外而はていねいにへラケズリし， さらに

航ナデを行なっている。 2は高台のつく杯である。口係20

.8cm，日さ3.1cmで-ある。外傾してひらく 口縁部を有し，

口縁部と!応部の境は切JIICtな稜をなす。J良部のやや内側に輪

状の日台がつく。氏部外而iはへラケズリをしている。JJfiゴ:

{土1・2とも以lιl色を虫し l(土砂粒を合み， 2は砂粒:を

ほとんど合まなし、。
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